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NY マーケットレポート（2018 年 6 月 12 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、米朝首脳会談を巡る期待感を背景にしたドル買いの流れを受けて、序盤は堅調な動きとなった。しかし、その流

れが一服して利益を確定の動きに加え、上昇が続いた米長期金利の低下も加わり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。下

げ一巡後は、米消費者物価指数の上昇が改めて好感されたことや、パウエル FRB 議長が FOMC のたびに記者会見を行う可能性が

あるとの報道で、ドルは一段高となった。ポンドは、EU 離脱法案の重要な修正案を英下院が否決する見通しとの報道で一時上

昇となったものの、その後は上げを帳消しにする動きとなった。 

 

 

要人発言 

 

安倍首相 

 

・拉致問題、私の考えは金委員長に明確に伝わった 

・金委員長が非核化を約束した意義は大きい 

・拉致解決へ北朝鮮と直接向き合う 

・制裁決議の完全履行、日米で再確認できた 

 

 

主要な米経済指標結果 

 

5 月米消費者物価指数（前月比） 0.2％（予想 0.2％・前回 0.2％） 

5 月米消費者物価指数[コア] 0.2％（予想 0.2％・前回 0.1％） 

 

5 月米消費者物価指数（前年比） 2.8％（予想 2.7％・前回 2.5％） 

5 月米消費者物価指数[コア] 2.2％（予想 2.2％・前回 2.1％） 

 

5 月の米消費者物価指数は、2ヵ月連続のプラスとなった。ガソリンなどの値上がりが影響した。前年比では 2012 年 2 月以来の

高水準となり、変動が激しいエネルギーと食品を除いたコア指数も昨年 2月来の高水準となった。品目別（前月比）では、エネ

ルギー価格が+0.9、食品価格は横ばいだった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

ダウ平均株価は小幅反落、ナスダックは過去最高値を更新 

 

米株式市場は、FOMC の結果公表を控えて様子見ムードが強く、主要株価は小動きの展開が続いた。ダウ平均株価は序盤からや

や上値の重い動きが続き、一時前日比 75 ドル安まで下落した。その後は下げ幅を縮小し、1.58 安で終了した。一方、ナスダッ

クは 4営業日ぶりに終値の過去最高値を更新した。   

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：データを基に SBILM が作成 

 

 

FOMCの結果発表を控えて様子見ムードも 

 

米朝首脳会談を巡る期待感を背景にしたドル買いの流れを受けて、序盤は堅調な動きとなった。しかし、その流れが一服して利

益を確定の動きに加え、上昇が続いた米長期金利の低下も加わり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。その後、FOMC や

ECB 理事会の結果発表を控えて様子見ムードが強まる中、米消費者物価指数の上昇が改めて好感されたことや、パウエル FRB 議

長が FOMC のたびに記者会見を行う可能性があるとの報道で、ドルは一段高となった。一方、EU 離脱法案修正案の採決がメイ英

首相の勝利に終わる公算が大きいとの報道を受けてポンドが上昇となったものの、EU 離脱を巡る広範な力関係を変えるもので

はないとの見方から、その後は上げ幅を帳消しにする動きとなった。 

 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供

を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  


